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図書部は、子供たちと本との出会いが                  

楽しく素敵なものになるためのお手伝い 

をしております。 

今年度も活動が始まり、1年生に図書 

との付き合い方を知ってもらう『お話会』 

を無事行うことができました。現在は 

新刊を早く子供たちの手に届けられるよう、準備を進めている  

ところです。部員による絵本の読み聞かせ動画の撮影も併せて 

進めており、サポートスタッフの皆様にも図書整備や読み聞かせに

ご協力をお願いしたいと思っております。 

令和４年７月２０日 
北海道教育大学附属函館小学校父母と先生の会 
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子供たちのために、保護者の皆様と一緒に「笑顔溢れる活動」が

できればと思い、今年度がスタート致しました。サポートスタッフの

皆様におかれましては、様々な活動にご理解、ご協力をいただき 

まして、誠に有難うございます。 

総務では、各部部長さんをはじめ、部員の皆さんと連携し、それ

ぞれの活動を進めてまいりました。また、ここ数年、開催ができな 

かった「桐の子まつり」につきましては、昨年度のような「ミニお楽し

み会」を少しパワーアップした内容で開催できるよう、検討を重ねて

いるところです。 

 １学期の活動として、６月に半袖 

ポロシャツを含む附属小グッズの販売 

を行いました。売上高は780,750円 

となりました。なお、先日お申し込みを 

いただいた長袖ポロシャツを含むグッズ 

のお渡しは8月末を予定しています。 

 今後の活動としましては、１１月に制服バザーを予定しており 

ます。使わなくなりました制服やポロシャツ、学校ジャージなどは

職員室横のボックスで随時回収しています。 

 グッズ販売や制服バザーで得られた収益は学校環境整備など、

より良い教育環境を整える資金となります。引き続きご協力いた

だけますよう、よろしくお願いいたします。 

 すくすく安全部では、子供たちが毎日 

安全に気持ちよく通学できるよう登下校 

時の安全指導を定期的に行っています。 

 ６月には、安全部員による登下校指導、 

また７月には１年生のサポートスタッフ 

による登下校指導を行いました。 

 今後も各学年担当月に、登下校指導の 

お便りを配布予定です。その際は、サポートスタッフの皆様の目で

子供たちを見守っていただけたら幸いです。 

部長：ウェブ 結実 

部員：１０名 

 今年度の交流部は、できる限り例年通りの活動（茶話会・親子 

レク・研修会）を行いたいと思っております。しかし６月の茶話会

は中止となりました。今後は学校と協議しながら、再度、茶話会

開催の有無を検討していきます。 

 また、２年連続で中止になっている親子レクにつきましても、 

学校行事と感染状況を鑑みながら、夏休み明けに開催の判断を

いたします。なお、研修会はYouTube配信にて、１２月頃の配信

を予定しています。このような中、少しでも保護者間、親子間の

交流が深められる活動ができるよう、検討していきます。 

部長：末石 遼 

部員：７名 

５月のスポーツ祭前に全サポートス

タッフ対象での草取りを行い、６月に

５・６年生のサポートスタッフによる花

壇整備（花苗植え）、７月に４年生のサ

ポートスタッフによる花壇整備を行い

ました。７月２２日には、校内清掃の実

施を予定しております。 

２学期以降の予定については、  

お便りでお知らせします。 

昨年度の活動を全国国立大学附属学校PTA 

連合会の団体表彰に応募したところ、本校の

PTA活動が優秀賞をいただきました！ 

『ＷＥＢを活用して伝えたいこと』 

黙食をしている給食時間を少しでも楽しくするために絵本の読み

聞かせ動画を撮影し、給食の時間に流してもらいました。また、附属

小グッズ販売と制服バザーのWEB販売を実施しました。 

 

講評：黙食をしている子どもたちに向け、「絵本の読み聞かせ」を 

動画にして楽しんでもらった事例などを紹介。「子どもたちの 

ために」という PTA活動の根源と保護者の愛情を感じる 

内容として評価した。 

『子どもたちの笑顔が見たくて』 

例年開催していた「桐の子祭り」が２年連続中止となり、こんな中

でも何か子どもたちに喜んでもらえることがしたい！と試行錯誤

し、サプライズで「ミニお楽しみ会」を開催しました。 

 

講評：例年開催している行事が２年間中止になってしまったが、感染   

対策を講じ、実際に対面でお楽しみ会を開催した事例。ウィズ 

   コロナ時代の中で、いかに行事を開催するかの指針となる事例 

として評価された。 

２つも！ 

日頃より、PTA 活動にご協力をいただきまして、誠にありがと

うございます。皆様のご支援・ご協力のもと、今回素晴らしい賞

をいただくことができました。 

今年度も子供達の笑顔のために、引き続きご協力をお願い 

いたします。 


